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◆生成AIの実装
生成AIは画期的な技術であり、生成AIを業務で使うことにより、業務を効率化することが期待される。
しかし、生成AIを使うには、生成AIが業務ソフトに実装される必要がある。
生成AIを業務ソフトに実装するのはベンダーであるが、ユーザーはベンダーに生成AIの実装を要求するだけでよいのだろうか。

◆生成AIは手段
生成AIに注目が集まっているが、生成AIありきと考えるのは、早計である。
生成AIを業務ソフトに実装するかどうかは、ユーザーにはあまり重要ではない。
なぜなら、ユーザーにとって重要なのは、業務の課題を解決することだからである。
目的は課題の解決であり、生成AIは手段の一つでしかない。
課題を解決するために、生成AIを使う必要があれば実装されるべきだが、そうでなければ実装される必要はない。
つまり、ユーザーはベンダーに生成AIの実装ではなく、課題の解決こそを要求すべきである。

◆生成AIの理解
とは言え、課題を認識し、課題の原因を掘り下げ、解決策を考えるのはユーザーの範疇であり、解決策を理解し、それをソフトに実装するのはベンダーの範疇である。
生成AIは、解決策の選択肢を広げてくれる。
今までの方法では解決できなかったことが、生成AIを使えば解決できるようになるかもしれない。
そのためには、生成AIは何ができて何ができないのかをユーザーは理解する必要がある。

◆生成AIの使い分け
例えば、生成AIは事象から規則を見つけてくれる。
課題の原因を掘り下げても明確にならない、あるいはバラツキがあるような場合、生成AIは何らかの解決策を提示してくれるかもしれない。
反面、生成AIの解決策は、当たらずとも遠からずであって確実性に欠け、また常に変化する。
ユーザーは､このような生成AIの特性を理解したうえで、生成AIを使うかどうかを判断する必要がある。
例えば、積算業務であれば、概算なら生成AIを、精算なら今までの方法を使い分ける、という判断である。
ユーザーが生成AIを理解し、生成AIの適切な使い道を考え、そのうえでベンダーに実装を要求することが、業務を効率化する。
以上
